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成
26
年
第
１
回
定
例
会

は
、
２
月
28
日
か
ら
３

月
19
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

日
に
は
、
市
長
が
平
成

26
年
度
施
政
方
針
演え

ん

述
じ
ゅ
つ

を
行
い
、「
引
き
続
き
※
六
つ
の
政

策
理
念
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

む
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

案
さ
れ
た
一
般
会
計
当

初
予
算
や
条
例
改
正
、

２
月
の
雪
害
に
よ
る
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
51
議
案
と
人
事
案

件
（
副
市
長
の
選
任
な
ど
）
３
件
、

諮
問
（
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
）
１
件
、
発
議
１
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

 　

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
48
人
の

 

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

平初提

平成26年度一般会計予算

4.8％大型事業
増

《主な新規事業》《主な継続事業》

清掃センター基幹的設備改良事業
11億9855万9千円

葬斎場建設事業     9億  396万6千円
菅尾住宅建替事業 2億2682万3千円
三重総合グラウンド本部棟改築事業

1億6491万4千円

木質バイオマス発電所用地造成事業
1億9060万円　　

市道牛首線道路改良事業（大野町）
1億3600万円　　

消防東分署建設事業    9819万3千円

子育て世帯臨時特例給付金事業
4268万4千円

全国神楽大会事業      1427万4千円

持家取得助成金事業      650万5千円

（11億8822万3千円）により対前年度比

※　六つの政策理念＝①子どもから高齢者までいきいきと暮らせる安全・安心コミュニティの形成、②日本の食糧基地としての農林畜産
　　業の振興、③中九州横断道路を生かした産業集積と定住促進、④地域の特性を生かしたジオパークなどの推進による地域振興と観光
　　交流人口の拡大、⑤芸術・文化・教育・スポーツが躍動するハツラツとしたまちづくり、⑥太陽光発電施設を設置し、遊休公有地を
　　利活用した自然エネルギーによる自主財源の確保
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３月定例会（主な議決事項）

清掃センター基幹的設備改良工事請負契約を締結

大野葬斎場増築更新工事請負契約を締結

　要件設定型一般競争入札（総合評価落札方式）に
より落札したバブ日立工業株式会社営業本部と 15 億
5520 万円で契約を締結しました。

【現状】焼却処理能力：25 ｔ× 2 炉／ 16h
　　　　焼却処理方式：流動床式焼却方式
　　　　竣 工 年 月 日：平成 10 年３月

【目的】竣工後、15 年が経過した焼却炉の基幹的設備
　　　 の改良工事を実施し、機能回復と地球温暖化
　　 　防止対策（ＣＯ 2 削減）及び公害防止対策の
　 　 　強化を図ります。

【竣工予定年月日】平成 27 年 3 月 20 日

　要件設定型一般競争入札（総合評価落札方式）によ
り落札した有限会社宮成工務店と 1 億 4515 万 2 千
円で契約を締結しました。

【概要】
　建 築 構 造：鉄骨造り、一部２階建て
　敷 地 面 積：2409㎡（建築面積：411.98㎡）
　火 葬 炉 数：現行１炉から新施設２炉へ
　告別収骨室：２室設置し、告別から収骨まで１遺族
　　　　　　　１室占有方式

【竣工予定年月日】平成 27 年 3 月 20 日

会計別予算
会　　　　計　　　　名 26 年度当初 25 年度当初 前年度比（％）
一　　般　　会　　計 260 億 8000 万円　 　 ※ 248 億 9177 万 7 千円 4.8

特 

別 

会 

計

国民健康保険 53 億　 203 万 6 千円 53 億 6628 万 3 千円 △ 1.2
後期高齢者医療 5 億 8970 万円　 　    5 億 6865 万 2 千円 3.7
介護保険 67 億 8921 万 2 千円 68 億　876 万 1 千円 △ 0.3
農業集落排水 2 億 5253 万 8 千円 2 億 4376 万 5 千円 3.6
公共下水道 9137 万 1 千円 9912 万 5 千円 △ 7.8
浄化槽施設 5077 万円　 　    4920 万 7 千円 3.2
簡易水道 3 億 　300 万 1 千円 3 億　 235 万 1 千円 0.2
太陽光発電事業 1 億 3000 万 3 千円 8 億 4300 万円　　    △ 84.6

計 135 億　 863 万 1 千円 142 億 8114 万 4 千円 △ 5.4
合　計 395 億 8863 万 1 千円 391 億 7292 万 1 千円 1.1

会　　　　計　　　　名 26 年度当初 25 年度当初 前年度比（％）

企 

業 

会 

計

上  

水  

道

特
別
会
計

収
益
的

収入（水道料など） 2 億 6516 万 9 千円 2 億 5480 万 4 千円 4.1
支出（事務費、人件費など） 2 億 2135 万 6 千円 2 億　211 万 2 千円 9.5

資
本
的

収入（起債、国庫補助金など） 15 億 5650 万 3 千円 10 億 6672 万 1 千円 45.9
支出（工事請負費など） 17 億 3783 万 9 千円 12 億 2946 万 2 千円 41.3

病
院
事
業

特
別
会
計

収
益
的

収入（医業収益など） 33 億 3163 万 8 千円 32 億 2409 万 2 千円 3.3
支出（人件費、医薬品など） 35 億 8546 万 3 千円 33 億　302 万 9 千円 8.6

資
本
的

収入（一般会計繰入金など） 1 億 7426 万 3 千円 2 億 3501 万 9 千円 △ 25.9
支出（起債償還金など） 2 億 5250 万円　　   3 億 1436 万 1 千円 △ 19.7

※ 6 月補正（肉付予算）後の一般会計予算総額
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委
員
会
審
査
報
告

総
務 

常
任
委
員
会

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会

●
財
産
の
無
償
譲
渡

　
（
旧
三
重
南
小
学
校
校
舎
等
、
旧
清   

　

川
中
学
校
特
別
教
室
棟
等
、
旧
長
谷

　

川
小
学
校
体
育
館
等
、
旧
大
野
町
西

　

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
給
食

　

棟
、
旧
大
野
町
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー
・
旧
大
野
健
康
増
進
施
設

　

ふ
れ
あ
い
館
）

　

地
域
や
地
元
か
ら
、
社
会
教
育
の
普

及
、
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
、
地
域
活

動
の
交
流
促
進
を
図
る
拠
点
に
し
た
い

な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た
の
で
、
無
償
譲

渡
す
る
も
の
で
す
。

問　
解
体
な
ど
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
校
舎
や
大
き
な
体
育
館
な
ど
、
解

体
に
は
非
常
に
お
金
が
か
か
る
た
め
、

協
議
が
進
ま
な
い
例
は
あ
る
。

　

最
終
的
に
は
市
で
助
成
で
き
る
形
を

採
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
協
議
さ

れ
て
い
る
が
、
地
域
で
は
な
く
、
個
人

を
含
め
法
人
な
ど
へ
譲
渡
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
解
体
な
ど
ま
で
責
任
を

持
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
公
募
の
在
り

方
を
考
え
て
い
る
。

●
保
健
セ
ン
タ
ー
等
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

　

公
共
施
設
の
整
理
・
統
廃
合
に
係
る

見
直
し
に
伴
い
、
利
用
者
数
の
減
少
な

ど
に
よ
り
朝
地
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
犬
飼
保
健
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

　

な
お
、
朝
地
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
条
例
は
廃
止
し
ま
す
が
、
今
後

も
支
所
の
会
議
室
と
し
て
利
用
す
る
ほ

か
、
投
票
場
や
確
定
申
告
場
所
と
し
て

も
利
用
し
ま
す
。

問　
犬
飼
保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に

説
明
会
を
開
催
し
た
と
あ
る
が
、
利
用

者
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た

の
か
。

答　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
場
合

は
無
料
だ
が
、
公
民
館
を
利
用
し
た
場

合
は
使
用
料
が
発
生
す
る
た
め
、
使
用

料
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た

が
、
納
得
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

●
定
住
促
進
に
係
る
持
家
取
得
の

　
　
　
　

助
成
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

市
外
に
居
住
す
る
者
が
定
住
の
目
的

で
転
入
し
、
住
宅
を
取
得
す
る
場
合
、

取
得
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
の
増
加
や
地
域

の
活
性
化
な
ど
を
図
る
も
の
で
す
。

問　
周
知
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
市
報
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
掲
載
し
た
い
。

　

今
後
、
県
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
東
京
と
名
古
屋
に
出
向
い
て
周
知

す
る
方
法
も
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
国
版
の
情
報
提
供
が
で
き

る
よ
う
な
こ
と
も
利
用
し
て
い
き
た

い
。【その他の付託案件】

●職員の給与に関する条例
の一部改正
●コミュニティバス運行条
例の一部改正
●「四国電力伊方原子力発
電所再稼働を考え直すこ
と」及び「脱原発に向けた
政策の実行」を求めた国へ
の意見書提出に関する請願

ほか９議案

【その他の付託案件】
●奥嶽川鉱害対策委員会条例の一部改正
●社会教育委員条例の一部改正
●青少年問題協議会条例の廃止

犬飼保健センター
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産
業
建
設 

常
任
委
員
会

●
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
条
例
の
制
定

　

空
き
家
な
ど
が
放
置
さ
れ
、
管
理
不

全
な
状
態
と
な
る
こ
と
を
防
止
し
、
ま

た
は
管
理
不
全
な
状
態
の
解
消
を
促
す

こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
保
全
お
よ

び
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

問　
今
回
、
※
代
執
行
を
見
送
っ
た
理

由
は
。

答　
全
国
で
代
執
行
を
実
行
し
た
例
は

あ
る
が
、
そ
の
費
用
を
回
収
で
き
た
と

こ
ろ
は
か
な
り
少
な
い
た
め
、
代
執
行

に
つ
い
て
は
今
回
の
条
例
に
盛
り
込
ん

で
い
な
い
。

問　
廃
屋
の
よ
う
な
建
物
も
あ
る
が
調

査
状
況
は
。

答　
今
ま
で
も
情
報
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

は
あ
る
が
、
こ
の
条
例
が
な
い
と
所
有

者
や
相
続
人
な
ど
の
特
定
が
難
し
く
話

す
ら
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
条
例
を
制

定
し
て
調
査
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

３月定例会（委員会審査報告、議員発議）

議員の権限
議員発議

「四国電力伊方原子力発電所再稼働を考え直すこと」及び
「脱原発に向けた政策の実行」を求めた意見書

可
決

　四国電力伊方原子力発電所は、施設の近くに中央構造線があり、その周辺では過去に幾
度となくマグニチュード７クラスの地震が発生している。
　大分県は伊方原子力発電所に近く、一旦事故が起きれば人的被害に加え、漁業、農業、商業、
観光業など県民が受ける被害は甚大なものとなり、取り返しのつかなくなることは福島第
一原発で証明されたとおりである。
　よって、豊後大野市民の健康と暮らしを守る立場として、また、子や孫など次世代を担う
若者の健やかな成長を願う立場として、福島第一原発事故から得られた教訓を生かし、国
の関係機関に対し意見書の提出を行うものです。

【その他の付託案件】
●市道路線の認定（4 路線）

※ 代執行＝命ぜられた行為を、その義務者が任意に履行しないとき、行政庁自ら手を下してこれを行うか、または第三者に行わせて、義務者
　　からその費用を徴収すること。

家屋解体工事
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３月定例会（人事案件、賛否一覧）

各議員の議案に対する賛否の状況
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　小野泰秀議員は議長職のため表決権はありません。

固定資産評価審査委員会＝固定資産課税台帳に登
録された価格に関する不服を審査決定するために
設置された機関（行政委員会）。

公平委員会＝地方公共団体職員の利益の保護と公
正な人事権を保障するために設置された機関（行
政委員会）。

会派名

議 

決 

結 

果

議
決
月
日

緑政会 清風クラブ 市民クラブ

　　　　　　　　　　　議員名

案　件　　　　　　　　　　　

首
藤　

正
光

小
野　

順
一

長
野　

健
児

沓
掛　

義
範

衞
藤　

正
宏

内
田　

俊
和

小
野　

勇
治

川
野　

優
治

髙
山　

豊
吉

佐
藤　

辰
己

渡
辺　

一
文

生
野　

照
雄

宮
成　

寿
男

佐
藤　

徳
宣

衞
藤　

竜
哉

恵
藤
千
代
子

宮
成　

昭
義

朝
倉　

秀
康

赤
峰　

映
洋

工
藤　

友
生

神
志
那
文
寛

平成 26 年度一般会計予算 可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 26 年度国民健康保険特別会計予算 可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 26 年度後期高齢者医療特別会計予算 可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 26 年度介護保険特別会計予算 可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 26 年度太陽光発電事業特別会計予算 可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「四国電力伊方原子力発電所再稼働を考
え直すこと」及び「脱原発に向けた政策
の実行」を求めた国への意見書提出に関
する請願

採択 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

副市長の選任 同意 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「四国電力伊方原子力発電所再稼働を考
え直すこと」及び「脱原発に向けた政策
の実行」を求めた意見書

可決 3月19日 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

同
意

人
事
案
件

副市長

公平委員会委員固定資産評価審査委員会委員

高
たか

 野
の

 清
きよ

 子
こ

 氏
【三重町井迫】

山
やま

 口
ぐち

 正
まさ

 美
み

 氏
【三重町赤嶺】

赤
あか

 嶺
みね

 謙
けん

 二
じ

 氏
【三重町市場】

任期　自：平成 26 年  4 月 1 日
　　　至：平成 30 年  3 月 31 日

任期　自：平成 26 年  4 月 1 日
　　　至：平成 30 年  3 月 31 日任期　自：平成 26 年  4 月 1 日

　　　至：平成 29 年  3 月 31 日

紙面の都合上、賛否が分かれた議案のみを掲載しています。

生年月日　昭和 23 年 10 月 12 日

生年月日　昭和 23 年  2 月 10 日生年月日　昭和 27 年  2 月 22 日
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が16名の議員
を問う市政

月４日から４日間にわたり行われた※代表質問・一般質問には 16 名の議員が登壇し、農業振興
策や災害対策、観光振興など３８項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議
場での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

３

衞藤竜哉（8 ～ 9 ページ）
・さらにどうなる市職員の体制
・これからの地域コミュニティ整備は

長野健児（10 ～ 11 ページ）
・どうする農業振興策は
・順調か、我が市のまちづくりは

髙山豊吉（12 ～ 13 ページ）
・地域資源の活用は
・自然と人間社会の共生は
・施政方針と総合計画の整合性は
・大丈夫か、大雪への災害対策は

　　　
朝倉秀康（14 ページ）
・各インターチェンジへの誘客対策は
・大雪災害の迅速な救援策を

宮成寿男（15 ページ）
・三重新殿バイパスの早期完成を
・危険な犬飼インターの改良を
・地域防災力の充実・強化を

神志那文寛（16 ページ）
・旧中央公民館の体育室、補助的利用の約束は

渡辺一文（17 ページ）
・今後の中山間地域等直接支払制度の存続は
・市内労働者の雇用条件の向上は

佐藤徳宣（18 ページ）
・標準工期を設定できているか
・老朽危険建築物の実態把握は
・公有財産の登記の状況は

小野勇治（19 ページ）
・市民生活に深く関わる道路整備の取り組みは
・どうする木質バイオマス発電
　
赤峰映洋（20 ページ）
・市民が頼れる病院の方向性は
・石橋の保存状況は
　　　
衞藤正宏（21 ページ）
・ジオパークの推進は
・「地域の宝」である子どもたちへの支援は

内田俊和（22 ページ）
・食のモデル地域育成事業の今後は
・中堅職員研修の在り方は

宮成昭義（23 ページ）
・格差のないまちづくりが築かれたのか
・子ども・子育て支援新制度での考えは

恵藤千代子（24 ページ）
・高校跡地の活用は
・いつか子どもを…と考えているあなたたちへ

工藤友生（25 ページ）
・今後の商業振興については
・農業に関する情報提供の充実を
・今後の観光振興については

川野優治（26 ページ）
・木質バイオマス発電事業、
　地元住民への説明は十分か

※　代表質問＝会派を代表した議員が市長の施政方針や予算編成方針に対して行う質問。通常、第１回定例会および市長改選後の最初の
　　定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 90 分以内の一問一答方式（質問・答弁を回数制限なしで繰り返す）で
　　行っている。
※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問は各定例会で行われ、本
　　市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60 分以内の一問一答方式で行っている。

代表質問

一般質問
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質
　

一
般
職
以
外
の
職
員
に

つ
い
て
、
特
に
土
木
技
師

や
保
健
師
な
ど
の
採
用
は
、

こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く

の
か
。

　

早
急
に
計
画
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
検

討
し
て
い
る
の
か
。

　

土
木
技
師
や
保
健
師
お

よ
び
給
食
調
理
場
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
技

能
労
務
職
員
な
ど
の
職
種

に
つ
い
て
は
、
高
年
齢
層

の
職
員
の
構
成
比
率
が
一

般
職
よ
り
さ
ら
に
顕
著
な

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
ど
う
な
る
市
職
員
の
体
制

〜 

平
成
26
年
度
中
に
採
用
計
画
を
検
討 

〜

代　表　質　問

辞令交付

答
市
長

こ
れ
ら
専
門
職
な
ど
の
採

用
に
つ
い
て
も
今
後
の
課

題
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

現
時
点
で
は
、
具
体
的

数
値
を
も
っ
て
採
用
計
画

な
ど
の
お
示
し
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
平
成
26
年
度
中

に
は
第
３
期
集
中
改
革
プ

ラ
ン
の
策
定
を
予
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
計

画
の
策
定
議
論
の
中
で
、

今
後
の
採
用
計
画
を
含
め

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市民クラブ 衞
え

 藤
と う

 竜
た つ

 哉
や
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〜３会派の代表が市政を問う〜

これからの地域コミュニティ整備は
〜 広域的な対応が可能な組織の設立が必要 〜

質
　

施
政
方
針
の
中
か
ら
、

市
長
の
２
期
目
に
掲
げ
た

政
策
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
伺
う
。

　

①
「
人
に
や
さ
し
く
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
る

ま
ち
」
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
整
備
に
関
し
、

ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ

た
の
か
。

　

②
市
内
４
カ
所
で
導
入

さ
れ
た
地
域
支
援
員
制
度

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

何
ら
か
の
変
化
が
現
れ
た

の
か
。
経
過
と
現
状
は
。

ま
た
、
自
治
区
の
再
編
計

画
が
な
か
な
か
進
ま
な
い

状
況
で
、
新
た
な
手
立
て

が
あ
る
の
か
。

　

③
自
治
区
で
は
、
あ
ら

ゆ
る
行
事
、
作
業
が
高
齢

化
の
下
、
簡
略
化
、
廃
止

化
が
少
な
く
な
い
。
市
民

の
や
る
気
、
活
力
が
無
く

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
き

ら
り
と
光
る
手
立
て
が
必

要
と
考
え
る
が
市
の
判
断

は
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
各
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
に
諮
問

し
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

過
疎
・
高
齢
化
に
伴
う

多
く
の
課
題
解
決
の
た
め

に
は
、
個
別
集
落
で
は
な

く
、
広
域
的
な
対
応
が
可

能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
設
立
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

各
振
興
協
議
会
の
経
過

と
現
状
に
つ
い
て
、
２
年

目
と
な
る
上
緒
方
振
興
協

議
会
は
、
活
動
を
通
じ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重

要
性
を
再
確
認
し
、
情
報

の
共
有
を
行
い
な
が
ら
組

織
の
再
構
築
の
た
め
の
話

し
合
い
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

大
野
町
の
土は

師じ

振
興
協

議
会
は
、
平
成
24
年
４
月

に
設
立
し
、
校
区
内
の
全

戸
訪
問
が
実
施
さ
れ
、「
土

師
地
区
で
い
つ
ま
で
も
安

全
・
安
心
な
生
活
を
送
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

答
市
長

　

緒
方
町
の
長
谷
川
地
区

振
興
協
議
会
は
、
平
成
25

年
５
月
に
設
立
さ
れ
、
防

災
対
策
、
高
齢
者
の
買
い

物
支
援
な
ど
の
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

三
重
町
の
松
尾
・
鷲
谷

振
興
協
議
会
は
、
平
成
25

年
６
月
に
設
立
し
、
旧

南
小
学
校
跡
地
を
拠
点

に
「
地
元
に
帰
っ
て
き
た

く
な
る
よ
う
な
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
担
当
職
員
の
中
か

ら
任
命
し
た
地
域
づ
く
り

推
進
員
を
各
振
興
協
議
会

に
配
置
し
、
地
域
支
援
員

と
共
に
連
絡
調
整
や
情
報

提
供
な
ど
を
行
い
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
今

後
の
在
り
方
を
含
め
、
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

自
治
会
の
再
編
計
画
は

千
歳
町
、
犬
飼
町
を
除
い

て
再
編
が
進
ま
な
い
状
況

で
す
が
、今
後
の
計
画
は
、

市
自
治
会
連
合
会
に
お
い

て
「
行
政
区
再
編
推
進
委

員
会
」
を
設
置
し
、
行
政

区
の
再
編
に
向
け
た
支
援

策
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、
新

た
な
支
援
と
し
て
「
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
に
「
地
域

づ
く
り
交
付
金
」
を
交
付

し
、
自
治
意
識
と
連
帯
感

を
醸
成
し
、
安
全
・
安
心

で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を

形
成
し
て
い
く
た
め
の
財

源
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
地
域
が

振
興
協
議
会
を
設
立
す
る

財
源
と
し
て
、「
地
域
づ

く
り
推
進
補
助
金
」
を
交

付
し
ま
す
。

あかい屋根の郷
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代　表　質　問

質

質質

質

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

と
販
売
戦
略
は
。

　

堆
肥
供
給
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
。

　

新
規
就
農
者
の
育
成
は
。

　

農
用
地
の
利
用
集
積
の

現
状
と
今
後
の
対
策
は
。

　
「
大
分
の
野
菜
畑　

豊

後
大
野
」
の
ブ
ラ
ン
ド
確

立
に
向
け
、
流
通
・
販
売

戦
略
会
議
を
設
置
し
、
十

分
な
市
場
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

な
ど
の
協
力
に
よ
り
本
市

の
特
徴
を
生
か
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
関
係
者
と
の
協
議

を
重
ね
ま
し
た
が
、
経
済

性
、
運
営
管
理
体
制
が
確

立
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ー
ム
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
現
在
ま
で
に

計
10
組
を
受
け
入
れ
、
今

後
も
10
年
間
で
60
人
の
新

規
就
農
者
を
確
保
す
る
予

定
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
は
、「
※

人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
施

策
が
始
ま
り
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
も
県
下
で
ト
ッ
プ

の
作
成
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ど
う
す
る
農
業
振
興
策
は

〜 

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る 

〜

インキュベーションファーム第３期生の皆さん

答
市
長

答
市
長

答
市
長

答
市
長

緑 政 会 長
な が

 野
の

 健
け ん

 児
じ

　

ま
た
、
農
業
経
営
基
盤

の
な
い
新
規
就
農
者
に
対

し
て
、
研
修
や
就
農
す
る

た
め
に
必
要
な
ハ
ウ
ス
お

よ
び
農
機
具
の
導
入
な
ど

の
初
期
投
資
に
対
し
、
補

助
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
か

ら
は
農
地
中
間
管
理
機
構

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

本
市
も
こ
の
よ
う
な
制
度

を
活
用
し
担
い
手
へ
の
農

地
の
集
積
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

※人・農地プラン＝平成 24 年度から農林水産省が事業を開始した。農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、5 年先、10 年先、
　誰がどのように農地を使って農業を進めていくのかを、地区の話合いに基づきまとめる計画（プラン）。
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〜３会派の代表が市政を問う〜

質

質

質

質

　

畜
産
振
興
策
は
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

を
広
く
市
民
に
浸
透
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が

見
解
は
。

　

ま
た
、
条
例
を
浸
透
さ

せ
る
た
め
に
何
か
行
っ
て

い
る
の
か
。

　

６
次
産
業
化
の
推
進
は
。

　

合
併
当
初
、
市
長
の
諮

問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

た
各
町
の
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
に
つ
い
て
は
10
年
間

（
平
成
27
年
ま
で
）
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

委
員
会
活
動
の
総
括
と
今

後
の
方
向
性
は
。

　

肉
用
牛
生
産
者
の
労
働

条
件
を
支
援
す
る
た
め
の

肉
用
牛
ヘ
ル
パ
ー
、
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
事
業

を
推
進
し
て
お
り
、ま
た
、

和
牛
の
「
お
い
し
さ
」
に

着
目
し
た
※
Ｓ
Ｃ
Ｄ
遺
伝

子
検
査
や
※
オ
レ
イ
ン
酸

の
組
成
の
改
良
を
進
め
、

特
色
あ
る
和
牛
の
生
産
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

乳
牛
の
改
良
は
、
効
率

よ
く
妊
娠
し
分
娩
す
る
能

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
高
能
力
優
良
雌
牛
の

導
入
に
も
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
「
市
民
と
市
議
会
、
行

政
の
役
割
」
や
「
ま
ち
づ

く
り
の
仕
組
み
や
ル
ー

ル
」
を
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
お
互

い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら

活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
折
に
触

れ
て
広
報
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
周
知
方
法
の
検
討
や
各

団
体
・
各
自
治
区
単
位
で

の
説
明
会
の
開
催
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
で

は
「
マ
ン
ガ
に
よ
る
解
説

書
」
や
「
紙
芝
居
に
よ
る

解
説
書
」
を
作
成
し
、
小

学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
く
ご
理
解
い
た
だ
く
よ

う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
農
商
工
連
携
」
の
仕

組
み
を
利
用
し
て
産
業
同

士
を
有
機
的
に
つ
な
げ
、

技
術
革
新
、
販
路
拡
大
、

多
様
な
流
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
実
現
す
る
６
次
産

業
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
３
つ
の
こ
と

に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、

そ
の
他
に
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ
の
協
議
、
選
定

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

市内の畜産農家

順調か、我が市のまちづくりは
〜 まちづくり基本条例の広報が必要 〜

答
市
長

答
市
長

答
市
長

答
市
長

と
と
も
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク

や
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を

行
い
、
情
報
の
共
有
と
併

せ
て
事
業
推
進
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
最
終
年
度
で
あ
る
平

成
26
年
度
に
各
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
中
で
総
括
を

し
て
い
た
だ
き
、
答
申
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※ SCD（Stearoyl-CoA Desaturase）遺伝子＝脂肪酸を不飽和化し、脂肪を柔らかくする酵素の遺伝子。
※オレイン酸（不飽和脂肪酸）＝牛肉の風味に最も影響を与えるとされる物質で、一般的には、コレステロール値を下げる働きがあると
　されるなど、健康につながる成分として知られている。
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代　表　質　問

　

生
態
系
の
保
全
と
持
続

可
能
な
利
活
用
の
調
和
、

自
然
と
人
間
社
会
の
共
生

を
目
的
と
し
た
取
り
組
み

で
す
。

　

す
み
分
け
に
よ
り
取
り

組
む
の
で
は
な
く
、
本
市

全
域
の
自
然
を
保
護
・
保

全
す
る
と
い
う
同
じ
目
標

を
目
指
す
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
を
生
か
し
た
地
域
振

興
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
教
育
と
結
び
付
け
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の

活
動
を
持
続
的
な
も
の
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地域資源の活用は

自然と人間社会の共生は

〜 ブランド産地の確立などに積極的に取り組む 〜

〜 持続可能な地域社会をつくる 〜

答
市
長

答
市
長

清風クラブ 髙
た か

 山
や ま

 豊
と よ

 吉
よ し

犬飼港跡

質

質

質

　

食
の
モ
デ
ル
地
域
育
成

事
業
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン

ド
産
地
の
確
立
と
６
次
産

業
化
に
向
け
た
商
品
の
開

発
と
、
ど
う
関
連
し
て
く

る
の
か
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

と
ジ
オ
パ
ー
ク
は
ユ
ネ
ス

コ
関
係
の
活
動
だ
が
、
本

市
は
２
つ
の
パ
ー
ク
活
動

を
ど
う
す
み
分
け
し
て
い

く
の
か
。

　

農
林
水
産
省
の
補
助
制

度
の
変
更
に
よ
り
、
こ
の

補
助
事
業
を
活
用
し
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
も
引
き

続
き
ブ
ラ
ン
ド
産
地
の
確

立
や
６
次
産
業
化
に
向

け
た
商
品
の
開
発
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 答

市
長
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〜３会派の代表が市政を問う〜

施政方針と総合計画の整合性は
〜 六つの政策理念を重点施策として事業展開 〜

雪で倒壊したビニールハウス

大
丈
夫
か
、
大
雪
へ
の
災
害
対
策
は

〜 

今
回
の
大
雪
を
教
訓
に
今
後
に
生
か
す 

〜

質

質

質

質
　

総
合
計
画
の
政
策
目
標

と
市
長
の
政
策
理
念
と
の

関
連
性
を
、
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

　

今
回
の
大
雪
に
対
し
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
対
策
、

対
応
を
行
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織

は
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行

わ
れ
、
機
能
は
発
揮
さ
れ

た
の
か
。

　

総
合
計
画
の
本
文
の
修

正
な
ど
考
え
て
い
る
の
か
。

　

新
年
度
予
算
に
お
い
て
、

施
政
方
針
と
総
合
計
画
は

整
合
性
が
と
れ
て
い
る
の

か
。

　

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
も

の
は
首
長
が
変
わ
っ
て
も

根
本
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
・
目
指
す
も
の
は
、

そ
う
簡
単
に
変
わ
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

大
雪
に
対
す
る
注
意
喚

起
の
放
送
を
、
防
災
行
政

無
線
お
よ
び
音
声
お
知
ら

せ
端
末
を
使
っ
て
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
他
に
も
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
断
線
に
伴
う
修
復

作
業
対
応
、
災
害
時
要
援

護
者
な
ど
の
安
否
確
認
、

農
林
産
物
や
ハ
ウ
ス
、
畜

舎
な
ど
の
被
害
調
査
に
も

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
は
本
文
の
修

正
な
ど
を
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、平
成
26
年
度
よ
り
、

平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
る

第
２
次
豊
後
大
野
市
総
合

計
画
の
策
定
準
備
を
進
め

る
中
で
、
総
合
計
画
の
基

本
計
画
期
間
と
市
長
の
任

期
の
整
合
性
を
図
る
な
ど

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

施
政
方
針
に
つ
い
て

は
、
予
算
編
成
方
針
お
よ

び
予
算
概
要
と
重
点
施
策

お
よ
び
主
な
事
業
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

重
点
施
策
と
主
な
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
総

合
計
画
に
お
け
る
八
つ
の

政
策
目
標
の
下
に
各
種
事

務
事
業
を
予
算
化
し
市
政

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

答
市
長

答
市
長

答
市
長

答
市
長

　

特
に
六
つ
の
政
策
理
念

に
基
づ
く
施
策
に
つ
い
て

は
、
重
点
施
策
と
し
て
位

置
付
け
事
業
展
開
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
や
安

否
確
認
作
業
に
お
い
て
、

自
主
防
災
組
織
や
自
治

会
、
民
生
委
員
、
災
害
時

要
援
護
者
の
協
力
員
の
皆

さ
ん
が
対
応
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
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一　般　質　問

※
そ
の
他
の
質
問

・
ふ
る
さ
と
お
お
の
の

活
用
に
つ
い
て

各インターチェンジへの誘客対策は

大雪災害の迅
じ ん

速
そ く

な救援策を

〜 関係機関との連携を図る 〜

〜 県や農協と連携し支援 〜

質

質

質

　

間
近
に
迫
っ
た
中
九
州

横
断
道
路
は
朝
地
イ
ン

タ
ー
、
さ
ら
に
は
竹
田
イ

ン
タ
ー
へ
と
開
通
す
る
が
、

本
市
の
対
応
策
は
。

　

今
回
の
大
雪
で
農
業
施

設
の
被
害
は
甚
大
で
風
評

被
害
に
追
い
打
ち
を
か
け

ら
れ
た
感
が
す
る
。

　

作
物
も
生
き
物
で
あ
り
、

迅
速
な
救
援
策
に
つ
い
て

伺
う
。

　

流
出
す
る
若
者
の
定
住

対
策
は
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
で

は
新
た
な
商
品
の
開
発
、

販
売
面
積
の
拡
張
お
よ
び

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

積
極
的
な
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
案
内
看

板
の
設
置
に
つ
い
て
も
、

県
お
よ
び
国
土
交
通
省
に

対
し
て
引
き
続
き
要
請

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、
本
市
が
通
過
さ

　

住
宅
対
策
と
し
て
本
定

例
会
に
２
つ
の
条
例
を
提

案
し
て
お
り
、
市
外
の
若

者
が
本
市
に
居
住
し
や
す

い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
平
成
26
年
度
か
ら

の
若
者
定
住
対
策
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答
市
長

答
市
長

れ
る
だ
け
の
場
所
に
な
ら

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
対

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

金
融
支
援
策
と
し
て
、

農
業
近
代
化
資
金
な
ど
の

融
資
に
対
し
、
県
と
市
町

村
が
上
乗
せ
利
子
補
給
を

行
う
制
度
が
２
月
19
日
付

け
で
発
動
さ
れ
る
と
同
時

に
、
大
分
県
特
定
災
害
対

策
資
金
の
融
資
枠
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
に
お
い
て

は
災
害
関
連
資
金
の
無
利

子
化
と
農
業
用
ハ
ウ
ス
な

ど
の
再
建
お
よ
び
修
繕
へ

の
助
成
と
し
て
、
被
災
農

業
者
向
け
経
営
体
育
成
支

援
事
業
に
よ
り
、
農
業
用

ハ
ウ
ス
・
棚
な
ど
の
再
建
・

修
繕
お
よ
び
再
建
を
前
提

と
し
て
取
り
壊
し
た
ハ
ウ

ス
な
ど
の
撤
去
に
要
す
る

経
費
を
助
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
県

や
農
協
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
復
旧
・
再
建
に
向

け
た
支
援
を
講
じ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
農
業
振
興
課
長

朝地インターチェンジ

朝
あ さ

 倉
く ら

 秀
ひ で

 康
や す

市民クラブ
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〜 13 名の議員が市政を問う〜

宮
み や

 成
な り

 寿
と し

 男
お

三重新殿バイパスの
　　　　　　早期完成を

地域防災力の充実・強化を

危険な犬飼インターの改良を

〜 平成 26 年度より着手 〜

〜 補助金制度を新設 〜

〜 国土交通省へ改善を要望 〜

質

質

質

　

中
九
州
横
断
道
路
と
市

の
中
心
部
を
結
ぶ
三
重
新

殿
バ
イ
パ
ス
牟
礼
前
田
工

区
の
経
過
と
変
更
計
画
は
。

　

消
火
栓
な
ど
の
消
防
設

備
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地

区
に
対
し
て
、
消
火
器
具

の
支
給
や
補
助
を
し
て
は

ど
う
か
。

　

犬
飼
イ
ン
タ
ー
は
国
道

57
号
、
国
道
３
２
６
号
か

ら
の
進
入
車
線
が
短
く
、

そ
の
上
カ
ー
ブ
の
位
置
に

あ
り
、
非
常
に
危
険
な
状

態
で
あ
る
。

　

懸
案
で
あ
っ
た
長

ち
ょ
う

大だ
い

橋
き
ょ
う

が
架
橋
さ
れ
る
牟
礼
前
田

工
区
は
、
※
事
業
評
価
委

員
会
よ
り
平
成
25
年
11
月

に
事
業
実
施
妥
当
の
評
価

を
得
た
こ
と
か
ら
、
平
成

26
年
度
よ
り
着
手
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
変
更
点
は
、
計
画

交
通
量
の
減
少
に
よ
り
、

農
業
大
学
校
か
ら
内
田
ま

で
が
４
車
線
か
ら
２
車
線

に
、
歩
道
の
幅
員
は
３
・

５
㍍
か
ら
２
・
５
㍍
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
早
期
に
供
用
す

る
た
め
秋
葉
内
田
工
区
に

つ
い
て
は
、
内
田
鬼
塚
線

に
沿
っ
た
ル
ー
ト
に
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

聞
き
取
り
調
査
を
し
た

結
果
、
多
く
の
方
が
危
険

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

早
速
、
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
佐
伯
河
川

国
道
事
務
所
に
対
し
、
改

善
を
要
望
し
ま
す
。

答
市
長

答
建
設
課
長

　

地
域
住
民
に
よ
る
自
主

防
災
活
動
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、「
自
主

防
災
組
織
活
動
事
業
費
補

助
金
」
を
新
設
し
、
防
災

資
機
材
の
整
備
に
対
す
る

助
成
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

補
助
対
象
と
し
て
は
、

簡
易
無
線
機
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
ホ
ー
ス
、
消
火
器
な

ど
初
期
消
火
に
必
要
な
資

機
材
も
含
ま
れ
て
お
り
、

地
域
に
お
け
る
災
害
応
急

体
制
の
強
化
、
防
災
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
総
務
課
長

※ 事業評価委員会（大分県事業評価監視委員会）＝学識経験者等で構成する第三者機関であり、諮問する事業を総合的に検討、審議を行い、県
　に対して審議結果の答申を行う。県は答申を尊重して今後の対応方針等決定していく。

　

国
、
県
へ
改
善
を
要
望

し
て
は
ど
う
か
。

犬飼インターチェンジ合流地点

清風クラブ
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一　般　質　問

※
そ
の
他
の
質
問

・
ジ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
費
用
対
効
果
は
。

神
こ う

志
じ

那
な

文
ふ み

寛
ひ ろ

旧中央公民館の体育室、
　　　　　　　補助的利用の約束は

〜 多目的ホールを建設 〜

質

質

　

旧
中
央
公
民
館
は
い
ま

だ
に
補
助
施
設
な
ど
と
し

て
利
用
で
き
て
い
な
い
が
、

そ
の
経
過
は
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
で

き
る
だ
け
広
く
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

　

旧
中
央
公
民
館
か
ら
事

務
所
が
引
っ
越
し
た
後
の

状
況
は
、
体
育
室
は
床
面

や
天
井
な
ど
の
劣れ

っ

化か

が
激

し
く
、
改
修
に
は
多
額
の

費
用
が
必
要
で
、
何
よ
り

も
安
全
面
や
防
犯
面
を
考

慮
す
る
と
、
再
利
用
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と

判
断
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
利
用
者
か
ら
の

聴
き
取
り
か
ら
、
お
お
む

ね
３
０
０
平
方
㍍
は
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
ひ
な
た
ぼ
っ

こ
」
に
児
童
館
機
能
が
移

転
す
る
こ
と
や
冷
暖
房
の

利
き
具
合
、
さ
ら
に
旧
庁

舎
跡
地
整
備
の
中
で
駐
車

台
数
の
確
保
や
用
地
の
形

状
的
な
制
約
な
ど
を
加
味

し
て
検
討
し
た
結
果
、
何

と
か
確
保
で
き
る
最
大
限

の
面
積
は
２
５
０
平
方
㍍

と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
に

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

答
市
長

答
市
長

　

ま
た
、
平
成
25
年
５
月

に
建
築
物
の
耐
震
改
修
の

促
進
に
関
す
る
法
律
が
公

布
さ
れ
、
公
の
施
設
で
の

耐
震
対
策
の
強
化
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
25
年

５
月
の
利
用
者
代
表
者
会

議
の
中
で
、
旧
中
央
公
民

館
の
利
用
が
困
難
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
代

替
施
設
を
確
保
し
て
ほ
し

い
と
の
ご
要
望
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
要

望
を
勘
案
し
、
公
民
館
と

し
て
も
新
た
に
ホ
ー
ル
を

建
設
す
る
方
が
良
い
と
の

判
断
か
ら
、
庁
内
で
協
議

を
重
ね
て
き
た
結
果
、
高

齢
者
の
居
場
所
作
り
と
介

護
予
防
に
加
え
、
子
ど
も

と
の
多
世
代
交
流
が
図
ら

れ
、
生
涯
学
習
活
動
と
し

て
の
公
民
館
利
用
者
を
含

む
多
く
の
市
民
の
利
用
が

期
待
さ
れ
る
多
目
的
ホ
ー

ル
を
、「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

と
一
体
的
に
改
修
・
建
設

す
る
方
向
で
、
具
体
的
な

協
議
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

旧庁舎跡地

　

公
民
館
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
ご
要
望
に
は
十
分
お

応
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

日本共産党
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〜 13 名の議員が市政を問う〜

渡
わ た

 辺
な べ

 一
か ず

 文
ふ み

市内労働者の雇用条件の向上は
〜 雇用促進に努める 〜

質

質

質

　

中
山
間
地
域
を
抱
え
、

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

担
い
手
が
不
足
す
る
本
市

に
と
っ
て
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
は
、
非
常

に
有
効
な
制
度
で
あ
る
。

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る

第
３
期
対
策
は
平
成
26
年

度
が
最
終
年
度
と
な
る
が
、

来
年
度
以
降
の
制
度
の
存

続
は
。

　

市
内
の
雇
用
条
件
は
厳

し
い
が
、
向
上
対
策
を
進

め
て
い
る
の
か
。

　

本
市
の
基
幹
産
業
は
農

業
で
あ
る
が
、
農
産
物
や

加
工
品
は
決
し
て
誇
れ
る

状
態
で
は
な
い
。

　

本
市
に
あ
る
県
の
研
究

指
導
機
関
な
ど
と
連
携
強

化
を
図
り
、
高
品
質
化
に

結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　

平
成
24
年
度
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
受
け
、
国
に
対
し
第

４
期
対
策
へ
の
継
続
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
集
落
協
定
か

ら
出
さ
れ
た
継
続
の
要
望

と
制
度
内
容
の
要
望
を
併

せ
て
、
平
成
25
年
度
国
に

対
し
て
最
終
評
価
結
果
を

提
出
し
ま
す
。

　

地
域
の
豊
富
な
農
産
物

を
有
効
活
用
し
、
新
た
な

付
加
価
値
製
品
を
生
み
出

す
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
農
商

工
連
携
に
よ
る
６
次
産
業

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

加
工
品
に
つ
い
て
は
、

大
分
市
に
設
置
さ
れ
て
い

る
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
の
情
報
の
共

有
化
と
連
携
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
市
長

答
市
長

　

毎
年
１
月
に
市
内
の
企

業
や
事
業
所
へ
の
訪
問
を

行
っ
て
お
り
、
経
営
状
況

や
雇
用
状
況
を
把は

握あ
く

し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
懇
談
会
も
開
催

し
、
雇
用
の
拡
大
も
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
雇
用
促
進
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

答
商
工
観
光
課
参
事

今
後
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

存
続
は

〜 

継
続
を
強
く
要
望 

〜

　

国
は
、
こ
の
最
終
評
価

結
果
書
を
基
に
平
成
27
年

度
以
降
の
対
策
に
つ
い
て

協
議
し
、
必
要
な
法
整
備

を
行
っ
た
上
で
、
法
律
に

基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

棚田（緒方町軸丸）

清風クラブ
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一　般　質　問

佐
さ

 藤
と う

 徳
の り

 宣
よ し

標準工期を設定できているか
〜 工期が適当でない場合は、
　　　　　独自に算定することが考えられる 〜

質

質質

　

標
準
工
期
が
設
定
で
き

な
い
の
は
発
注
側
に
問
題

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
は
。

　

平
成
に
入
り
不
景
気
で

地
方
経
済
は
依
然
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
市

民
が
思
っ
て
い
る
以
上
の

早
さ
で
人
口
が
減
少
し
、

加
え
て
少
子
高
齢
化
に
よ

る
過
疎
化
の
影
響
で
老
朽

危
険
建
築
物
が
増
加
し
て

い
る
が
、
実
態
把
握
は
で

　

本
市
で
は
、
老
朽
危
険

建
築
物
に
特
化
し
た
実
態

調
査
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

空
き
家
お
よ
び
住
家
に

つ
い
て
は
、
個
人
の
財
産

　

旧
町
村
か
ら
引
き
継
い

だ
公
有
財
産
の
登
記
の
状

況
は
、
ほ
と
ん
ど
が
旧
町

村
名
義
と
な
っ
て
お
り
、

市
有
財
産
と
し
て
の
登
記

は
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

事
業
実
施
時
に
お
け
る
用

地
買
収
に
お
い
て
、
売
買

　

旧
町
村
か
ら
引
き
継
い

だ
公
有
財
産
の
登
記
の
状

況
に
つ
い
て
実
態
と
問
題

点
は
。

　

災
害
復
旧
工
事
な
ど
で

緊
急
に
工
事
を
完
成
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
や
、
年

度
末
発
注
を
す
る
場
合
な

ど
、
土
木
工
事
標
準
工
期

算
定
表
に
よ
る
工
期
の
算

定
が
適
当
で
な
い
場
合
は

独
自
に
工
期
を
算
定
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

答
建
設
課
長

耕地災害復旧工事（朝地町）

老ろ
う

朽き
ゅ
う

危
険
建
築
物
の
実
態
把
握
は

公
有
財
産
の
登と

う

記き

の
状
況
は

〜 

空
き
家
台
帳
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
調
査
を
進
め
る 

〜

〜 

未
登
記
地
の
解
消
に
向
け
、
対
策
を
講
じ
る 

〜

き
て
い
る
か
。

と
い
う
こ
と
か
ら
対
処
が

難
し
い
面
も
あ
る
が
、
状

況
に
応
じ
て
老
朽
危
険
建

築
物
の
排
除
に
向
け
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

実
態
の
把
握
は
、
今
後

構
築
す
る
空
き
家
台
帳
シ

ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
調

査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

契
約
は
締
結
し
て
い
る
も

の
の
相
続
関
係
の
困
難
な

実
情
な
ど
に
よ
り
、
所
有

権
移
転
登
記
が
で
き
て
い

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

未
登
記
が
判
明
し
た
も

の
は
、
関
係
者
に
対
し
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め

な
が
ら
所
有
権
移
転
登
記

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答
市
長

答
財
務
管
理
室
長

清風クラブ
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〜 13 名の議員が市政を問う〜

※道路ストック点検＝橋梁、トンネルなどの損傷状態を把握し、修繕箇所を抽出し維持管理を効率的に行うために必要な情報を得るため
　に行う点検。
※木質バイオマス発電＝木材を砕いたチップ、製材工場などで発生する木屑、建築廃材などの木質材料を燃やして発電すること。

小
お

 野
の

 勇
ゆ う

 治
じ

市民生活に深く関わる
　　　　　　道路整備の取り組みは

どうする木質バイオマス発電
〜 大野郡森林組合と連携を図りながら、
　　　　　　　　　　　林業振興に取り組む 〜

〜 計画設計や用地買収を円滑に進める 〜

質

質質

質

質

　

公
共
工
事
発
注
の
減
少

か
ら
地
元
企
業
は
弱
体
化

し
て
い
る
。

　

企
業
の
強
化
は
市
の
強

化
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
方
向
性
は
。

　

林
道
の
開
設
目
標
や
林

道
密
度
の
目
標
値
は
あ
る

の
か
。

　

木
材
の
供
給
体
制
に
つ

い
て
、
市
内
で
需
要
で
き

る
見
込
み
量
は
。

　

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
長

寿
命
化
対
策
は
ど
う
進
め

る
の
か
。

　

地
元
建
設
企
業
の
た
め

の
方
策
は
。

　

平
成
17
年
度
に
１
２
５

社
あ
っ
た
市
内
業
者
は
、

平
成
25
年
度
92
社
に
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

景
気
対
策
と
し
て
は
、

で
き
る
限
り
計
画
設
計
や

用
地
買
収
を
円
滑
に
進

め
、
事
業
実
施
を
前
倒
し

す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
平
成

25
年
度
ま
で
で
※
道
路
ス

ト
ッ
ク
点
検
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
点
検
結
果
に

基
づ
き
補
修
計
画
を
策
定

し
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
長
寿
命
化
計

画
で
は
、
予
防
保
全
型
を

と
る
こ
と
に
よ
り
対
症
療

法
型
に
比
べ
、
50
年
間
で

２
７
０
億
円
の
効
果
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
元
の
建
設
業
は
地

域
経
済
や
災
害
時
に
お
い

て
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
上
で
欠
か
せ
な
い

存
在
で
あ
り
、
厳
し
い
財

政
状
況
で
は
あ
る
が
、
平

成
25
年
９
月
定
例
会
に
お

い
て
２
億
円
を
増
額
補
正

し
、
道
路
管
理
維
持
工
事

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

答
市
長

答
建
設
課
長

答
市
長

　

林
道
密
度
に
つ
い
て

は
、
面
積
だ
け
で
は
な
く

全
て
の
要
件
が
伴と

も
な

う
の

で
、
目
標
値
は
定
め
て
い

ま
せ
ん
。

　

年
間
２
万
７
２
０
０
㌧

で
約
26
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
10
月
に
安
定

供
給
な
ど
に
つ
い
て
検
討

す
る
「
地
域
材
供
給
倍
増

事
業
連
絡
協
議
会
」
が
設

置
さ
れ
、
地
域
材
供
給
計

画
に
基
づ
き
整
備
し
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

答
農
林
整
備
課
長

答
農
林
整
備
課
長

出会橋（市道牛首線）

※

緑 政 会
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一　般　質　問

赤
あ か

 峰
み ね

 映
て る

 洋
ひ ろ

市民が頼れる病院の方向性は

石橋の保存状況は

〜 リハビリ機能の充実を 〜

〜 巡視により状態を確認 〜

質

質

質

　

市
民
に
頼
ら
れ
る
病
院

と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

　

現
在
に
お
い
て
は
、
有

名
病
院
や
大
規
模
医
療
法

人
が
充
実
し
た
設
備
や
多

種
多
様
の
サ
ー
ビ
ス
で
患

者
を
引
き
つ
け
て
い
る
現

実
だ
が
、
市
民
病
院
は
何

に
重
点
を
置
き
、
何
を
優

先
し
て
市
民
の
頼
り
に
な

る
病
院
を
目
指
す
の
か
。

　

文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
石
橋
と
指
定
さ

れ
て
い
な
い
石
橋
は
ど
う

違
う
の
か
。

　

将
来
、
自
然
崩
壊
の
可

能
性
が
あ
る
石
橋
の
調
査
、

保
存
対
策
は
。

　

回
復
期
・
慢
性
期
医
療
、

か
か
り
つ
け
医
の
役
割
も

担
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

答
病
院
事
業
管
理
者

　

し
か
し
、
病
院
の
戦
力

な
ど
の
現
実
を
直
視
す
る

と
、
病
院
の
役
割
に
も
優

先
順
位
を
設
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
機
能
の
充
実

へ
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
平
成
25
年
11
月
に
続

き
、
平
成
26
年
４
月
に
も

リ
ハ
ビ
リ
職
員
を
増
員

し
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
目
指

し
ま
す
。

　

今
後
も
外
部
か
ら
の
医

師
確
保
や
幹
部
職
員
に
対

す
る
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
充

実
さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
接
遇
・
経
営
な

ど
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

文
化
財
と
し
て
の
指
定

と
未
指
定
の
違
い
は
、
合

併
前
の
旧
町
村
に
お
い
て

指
定
す
べ
き
文
化
財
と
し

て
各
旧
町
村
の
文
化
財
保

護
審
議
会
で
認
定
さ
れ
た

も
の
と
、
そ
の
手
続
き
に

至
っ
て
い
な
い
も
の
と
の

違
い
で
あ
り
、
歴
史
的
資

料
と
し
て
の
貴
重
な
文
化

財
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
緊
急
に

補
修
を
必
要
と
す
る
箇
所

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
化

財
保
護
員
に
よ
る
巡
視
を

行
い
、
自
然
崩
壊
の
可
能

性
が
高
ま
れ
ば
予
防
や
補

修
な
ど
の
対
応
を
図
り
ま

す
。 答

教
育
長

答
教
育
長

　

ま
た
、
個
人
や
団
体
が

所
有
す
る
石
橋
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
に
対
し
て
保

存
の
ご
協
力
を
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
は
指
定
文
化
財
と

併
せ
て
、
全
て
の
石
橋
の

保
存
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

両村橋（犬飼町）

豊後大野市民病院

市民クラブ
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〜 13 名の議員が市政を問う〜

※ツーリズム協会＝地域資源を最大限活用した観光の仕組みを作り、市内の経済活動をより活性化させる組織。
※教育 TRY 運動＝学校・家庭・地域が三位一体となり教育活動を改革し、子どもたちの夢の実現に向けて取り組む本市独自の教育運動。

衞
え

 藤
と う

 正
ま さ

 宏
ひ ろ

「地域の宝」である子どもたちへの支援は
〜 「生きる力」を育成 〜

質

質

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に

よ
り
市
内
外
の
皆
さ
ん
は
、

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

　

今
後
の
推
進
に
よ
る
観

光
振
興
と
地
域
振
興
に
つ

い
て
伺
う
。

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

推
進
事
業
の
報
告
書
の
冒

頭
に
、
豊
後
大
野
市
を
愛

し
豊
後
大
野
市
の
将
来
を

担
い
厳
し
い
時
代
を
生
き

抜
く
人
材
の
育
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
な
ど
と
あ
る

が
、
今
後
の
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
推
進
事
業
を
ど

う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
学
校
・
地
域
・

保
護
者
を
中
心
と
し
た
改

革
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

　

こ
の
機
運
の
高
ま
り
を

逃の
が

し
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
、
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
す
た
め
に
は
、

行
政
と
民
間
が
情
報
を
共

有
し
、
様
々
な
組
織
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

答
市
長

　

地
域
の
遺
跡
や
伝
統
芸

能
を
学
ん
だ
ふ
る
さ
と
学

習
や
農
業
体
験
学
習
な
ど

の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」

を
育
む
と
い
う
狙
い
が
達

成
で
き
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

答
教
育
長

ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
は〜 

「
※
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
」
を
設
立 

〜

　

そ
の
役
割
を
果
た
す
機

関
と
し
て
、「
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
会
」
を
平
成
26
年

度
中
に
設
立
し
、
観
光
事

業
、
物
産
の
販
売
促
進
事

業
、
人
材
育
成
な
ど
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
の
切
り
口
と

し
た
地
域
振
興
を
積
極
的

に
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実

現
に
向
け
、
三
位
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
た
心
豊
か
な
子

ど
も
の
育
成
」
を
基
本
方

針
に
し
た
「
豊
後
大
野
市

※
教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
運
動
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

沈墮の滝

朝地小学校（連携型小・中一貫校）

緑 政 会
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一　般　質　問

内
う ち

 田
だ

 俊
と し

 和
か ず

食のモデル地域育成事業の今後は

中堅職員研修の在り方は

〜 新たな補助金の獲得を目指す 〜

〜 スキルアップを図る 〜

質

質

質

　

食
育
推
進
に
つ
い
て
、

食
の
モ
デ
ル
地
域
育
成
事

業
と
の
関
連
性
は
。

　

中
堅
職
員
研
修
の
予
算

の
組
み
立
て
は
。

　

食
育
推
進
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
計
画
の
見
直

し
を
行
う
の
か
。

　

農
林
水
産
省
の
補
助
金

の
見
直
し
に
よ
り
、
本
市

が
採
択
を
受
け
た
総
合
型

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
平
成
26
年
度
以
降
に

お
い
て
は
、
新
た
な
補
助

金
の
獲
得
を
目
指
す
こ
と

を
視
野
に
置
き
な
が
ら
、

引
き
続
き
新
た
な
商
品
開

発
・
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、

本
年
度
策
定
す
る
基
本
構

想
に
基
づ
い
た
食
に
関
す

る
事
務
推
進
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

第
１
次
計
画
の
取
り
組

み
に
よ
る
反
省
点
を
踏
ま

え
、第
２
次
計
画
で
は「
食

を
広
め
る
」、「
食
で
育
て

る
」、「
食
で
守
る
」、「
食

答
市
長

答
市
長

　
「
政
策
形
成
と
そ
の
実

務
」
と
題
し
て
、
職
員
の

政
策
形
成
能
力
の
向
上
を

目
的
に
し
、
自
ら
の
ア
イ

デ
ア
を
政
策
と
し
て
企

画
・
提
案
し
て
ま
と
め
る

ま
で
を
実
践
形
式
で
研
修

す
る
も
の
で
す
。

　

必
要
な
経
費
と
し
て
、

平
成
25
年
度
３
０
０
万
円

を
予
定
し
て
お
り
、
主
な

内
訳
は
講
師
謝
金
、
旅
費

お
よ
び
資
料
代
な
ど
の
諸

経
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
つ
い
て

も
同
様
の
研
修
を
継
続

し
、
職
員
の
政
策
形
成
能

力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

答
総
務
課
長

食のモデル地域育成事業「セミナー・シンポジウム」

で
つ
な
ぐ
」
の
４
つ
を
基

本
目
標
に
掲
げ
、
食
育
へ

の
関
心
を
高
め
る
と
と
も

に
、
食
の
安
全
・
安
心
に

注
意
を
払
い
な
が
ら
生
活

習
慣
病
な
ど
の
予
防
を
進

め
、
地
産
地
消
や
伝
統
あ

る
食
文
化
の
継
承
な
ど
に

取
り
組
み
、
引
き
続
き
食

育
の
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

※スキルアップ＝技能を向上させること。腕前を上げること。

※

緑 政 会
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〜 13 名の議員が市政を問う〜

宮
み や

 成
な り

 昭
あ き

 義
よ し

子ども・子育て支援新制度での考えは

格差のないまちづくりが築かれたのか

〜 あずかり保育が必要 〜

〜 地域の実情に配慮した事業実施に努める 〜

質

質

質

　

平
成
16
年
10
月
に
５
町

２
村
合
併
協
議
会
で
策
定

さ
れ
た
、
い
き
い
き
ゾ
ー

ン
、
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
、

や
す
ら
ぎ
ゾ
ー
ン
に
つ
い

て
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
手
法
に

よ
る
機
能
分
担
に
お
け
る

土
地
利
用
、
空
間
構
想
で

の
バ
ラ
ン
ス
は
築
か
れ
た

の
か
。

　

自
主
財
源
の
確
保
の
施

策
展
開
は
。

　

幼
保
連
携
型
認
定
子
ど

も
園
へ
の
移
行
に
伴
う
教

育
委
員
会
の
考
え
、
対
応

策
は
。

　

各
町
で
は
様
々
な
特
性

を
持
っ
て
お
り
、
地
域
間

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
施

策
を
推
進
す
る
こ
と
が
課

題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
地
域
の
実
情
に
十

分
配
慮
し
た
事
業
実
施
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
決
算
で
は

18
・
４
％
と
依
然
と
し
て

自
主
財
源
比
率
が
低
い
た

め
、
歳
出
を
徹
底
的
に
見

直
し
、
自
主
財
源
の
確
保

と
財
政
基
盤
の
強
化
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

答
市
長

答
市
長

　

公
立
幼
稚
園
の
開
園
数

で
は
、
徐
々
に
減
少
傾
向

に
あ
る
た
め
、
私
立
幼
稚

園
や
子
ど
も
園
の
開
設
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
検
討

し
、
ま
た
、
市
学
校
教
育

審
議
会
に
も
市
立
幼
稚
園

の
配
置
に
つ
い
て
諮
問
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
答

申
内
容
を
受
け
、
方
針
を

決
定
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

保
育
時
間
の
問
題
で

は
、
４
時
間
保
育
を
基
本

と
し
て
い
る
た
め
、
14
時

以
降
の
あ
ず
か
り
保
育
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答
教
育
長

緒方保育園

　

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
を
優
先
課
題
と

捉
え
、
職
員
の
労
働
時
間

や
保
育
料
の
問
題
な
ど
の

課
題
と
併
せ
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

受
け
入
れ
の
年
齢
の
問

題
で
は
、
公
立
・
私
立
、

幼
稚
園
・
保
育
園
・
子
ど

も
園
と
い
っ
た
経
営
組
織

の
違
い
を
乗
り
越
え
、
教

職
員
の
研
修
や
５
歳
児
教

育
の
交
流
会
な
ど
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市民クラブ
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一　般　質　問

※デベロッパー＝開発業者、宅地造成業者などを指す。

恵
え

藤
と う

千
ち

代
よ

子
こ

高校跡地の活用は

いつか子どもを…と
　  考えているあなたたちへ

〜 費用対効果を考え検討 〜

〜 パンフレットを活用 〜

質

質

質

質

　

県
は
高
校
跡
地
な
ど
に

重
点
を
お
き
、
公
用
公
共

用
を
優
先
し
よ
う
と
市
へ

働
き
か
け
る
方
針
を
示
し

て
い
る
。

　

本
市
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の

拠
点
施
設
の
整
備
が
再
認

定
の
課
題
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
祖
母
傾
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
認
定
も

視
野
に
入
れ
、
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

　

妊
娠
し
て
も
流
産
や
死

産
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う

不
育
症
の
方
へ
の
治
療
費

助
成
を
。

　

県
は
若
い
世
代
の
方
々

へ
の
未
来
の
お
役
に
立
て

れ
ば
と
、「
今
伝
え
た
い
！

い
つ
か
は
子
ど
も
を･･･

と
考
え
て
い
る
あ
な
た
た

ち
へ
～
知
っ
て
お
き
た
い

か
ら
だ
の
こ
と
～
」
と
い

う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
ま
た
、
出
前
講
座
も

実
施
し
て
い
る
が
、
本
市

で
の
活
用
状
況
と
今
後
の

活
用
は
。

　

広
大
な
土
地
を
活
性
化

へ
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

民
間
企
業
と
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
若
者
の
定
住
づ
く

り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

　

建
物
の
再
利
用
に
は
改

修
工
事
が
必
要
で
す
。

　

民
間
の
※
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
を
活
用
し
た
方
法
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
市
内
業
者
の
方
々
に

活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業

の
展
開
が
で
き
る
か
ど
う

か
、
お
尋
ね
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

答
市
長

答
市
長

　

財
政
状
況
を
考
え
る
と

新
し
く
建
設
す
る
の
は
困

難
で
、
現
時
点
で
具
体
的

な
プ
ラ
ン
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

　

治
療
状
況
や
相
談
な
ど

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が

ら
、
他
市
の
状
況
に
つ
い

て
も
注
視
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
８
月
に
配
布

を
受
け
、
市
民
生
活
課
お

よ
び
各
支
所
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
内
の
学
校

や
若
い
方
が
勤
務
さ
れ
て

い
る
事
業
所
の
ほ
か
、
成

人
式
な
ど
で
配
布
す
る
な

ど
積
極
的
に
活
用
し
、
不

育
症
に
関
す
る
啓
発
や
理

解
が
深
ま
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

答
市
民
生
活
課
長

答
市
民
生
活
課
長

旧緒方工業高等学校

市民クラブ
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〜 13 名の議員が市政を問う〜

工
く

 藤
ど う

 友
と も

 生
き

今後の商業振興については

今後の観光振興については

農業に関する情報提供の充実を

〜 関係機関と連携を図り、取り組む 〜

〜 ジオパーク認定はゴールではなくスタート、
　　　スポーツツーリズムも一体的に取り組む 〜

〜 周知・広報できるよう工夫したい 〜

質

質

質

質

質

　

商
工
観
光
課
の
人
員
、

一
般
会
計
に
お
け
る
商
工

費
は
十
分
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
今
後
の
見
解
は
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
受

け
、
経
済
活
動
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、
市
は
行
政
の

役
割
、
市
民
の
役
割
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
、
農
業
に
関
す

る
情
報
提
供
量
を
増
加
で

き
な
い
の
か
。

　

国
道
57
号
沿
線
の
活
性

化
に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
設

立
を
機
に
、
限
ら
れ
た
人

員
の
中
で
業
務
を
遂
行
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
や
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
な
ど
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
よ
り
効
率
的
に
Ｐ
Ｒ

効
果
を
引
き
出
せ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
、
道
の
駅
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
中
心

と
し
た
経
済
活
動
や
国
道

沿
線
地
域
の
活
性
化
に
向

け
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

答
商
工
観
光
課
参
事

答
商
工
観
光
課
参
事

　

市
内
の
施
設
を
市
民
が

利
用
で
き
る
、
そ
の
上
で

年
間
を
通
じ
て
有
効
に
活

用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

行
政
と
し
て
は
、
地
質

遺
産
を
保
全
し
て
い
く
こ

と
や
、
人
々
が
訪
れ
て
周

遊
す
る
仕
組
み
や
拠
点
作

り
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク

と
い
う
素
材
や
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
会
を
活
用
し
、
地
域

振
興
に
寄
与
し
て
い
た
だ

く
の
が
市
民
の
皆
さ
ま
の

役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
商
品
開
発
や

商
品
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い

く
と
い
う
計
画
の
中
で
実

施
し
ま
す
。

答
商
工
観
光
課
参
事

答
商
工
観
光
課
参
事

答
市
長

国道 57 号（大野町）

市民クラブ
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一　般　質　問〜 13 名の議員が市政を問う〜

※
そ
の
他
の
質
問

・
か
ん
が
い
事
業
お
よ

び
畑
総
事
業
を
行
っ
た

畑
地
の
か
ん
が
い
用
水

使
用
料
金
に
つ
い
て

川
か わ

 野
の

 優
ゆ う

 治
じ

木質バイオマス発電事業、
　　　地元住民への説明は十分か

〜 説明責任を果たし、情報公開などを依頼 〜

質

質

　

発
電
所
の
出
入
り
口
付

近
は
見
通
し
の
悪
い
カ
ー

ブ
と
な
っ
て
お
り
、
発
電

所
が
開
業
し
大
型
ト
レ
ー

ラ
ー
が
多
数
出
入
り
す
る

よ
う
に
な
れ
ば
交
通
の
危

険
性
は
著
し
く
増
大
す
る
。

　

市
と
し
て
は
、
ど
の
よ

う
な
道
路
整
備
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　

大
規
模
な
発
電
所
で
あ

り
、
生
活
妨
害
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
る
が
、
地
元
住

民
へ
の
十
分
な
説
明
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

木
質
チ
ッ
プ
搬
入
の
た

め
、
連
日
約
30
台
の
20
㌧

ト
レ
ー
ラ
ー
が
現
場
交

差
点
を
通
過
し
発
電
所
に

往
来
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
交
差
点
は
、
三
重

町
方
面
に
向
か
っ
て
は
緩

や
か
な
カ
ー
ブ
で
見
通
し

が
悪
く
、
カ
ー
ブ
を
曲
が

り
切
っ
た
直
後
に
市
道
と

の
交
差
点
が
あ
り
、
信
号

機
も
な
い
危
険
性
の
高
い

状
態
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
道
３
２
６

号
の
視し

距き
ょ

改
良
工
事
も
し

く
は
信
号
機
の
取
り
付
け

な
ど
を
状
況
に
応
じ
て
関

係
機
関
と
調
整
し
て
い
き

ま
す
。

　

近
隣
住
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ

う
地
元
説
明
会
な
ど
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、
騒

音
な
ど
を
心
配
さ
れ
る
ご

質
問
が
多
く
ご
ざ
い
ま
し

た
。

答
市
長

答
市
長

森林組合入口

　

そ
の
際
、
騒
音
規
制
基

準
な
ど
を
記
載
し
た
「
公

害
防
止
に
関
す
る
基
本
協

定
」
を
締
結
し
、
そ
の
協

定
を
遵
守
し
て
も
ら
う
よ

う
指
導
し
て
い
く
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
市

と
し
て
の
説
明
責
任
を
果

た
し
、
企
業
側
に
も
情
報

の
公
開
な
ど
を
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。

緑 政 会
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第２回

議会報告会 !
!

テーマ　「定住促進」
　議会の活動状況を知っていただくとともに、市民皆様のご意見をお聴きするために、議会
報告会を開催します。今回は、第１部の議会報告に加え、第２部で「定住促進」をテーマに
意見交換をいたします。市民皆様のご意見をお聞かせください。

開　催　日 開始時刻 場　　　　　　所 担　　当
5 月 12 日（月） 午後 7 時 神楽会館会議室（清川） 1 班

13 日（火） 午後 7 時 朝地公民館ホール 2 班
14 日（水） 午後 7 時 緒方公民館ホール 1 班
16 日（金） 午後 7 時 千歳支所２階会議室 2 班
17 日（土） 午後 7 時 豊後大野市隣保館小集会室（大野） 1 班
18 日（日） 午後 2 時 市役所本庁１階会議室 101 ～ 103 2 班
18 日（日） 午後 7 時 市役所本庁１階会議室 101 ～ 103 1 班
19 日（月） 午後 7 時 犬飼公民館視聴覚室 2 班

市民の皆様、お誘い合わせの上、
ご都合のよい会場に
ご来場ください。

どなたでも、ご来場できます。

内　容

第１部　議会報告
第２部　意見交換

お問い合せ先／豊後大野市議会事務局（☎ 0974-22-1001 内線 2503）
市内無料電話（☎ 9-22-1001 内線 2503）

１月 2 月 3 月
 8 日㈬ 議会広報編集特別委員会
10 日㈮ 議会活性化委員会
14 日㈫ 総務常任委員会
           （所管事務調査）
15 日㈬ 議会広報編集特別委員会
16 日㈭ 新潟市議会行政視察来庁
17 日㈮ 議会広報編集特別委員会
21 日㈫ 議会活性化委員会
27 日㈪ 愛媛県西予市議会行政視察来庁
28 日㈫ 奈良県大和郡山市議会行政視察来庁
　　　　山梨県富士吉田市議会行政視察来庁
29 日㈬ 総務常任委員会
           （意見交換会）
30 日㈭ 厚生文教常任委員会
           （所管事務調査）
31 日㈮ 議会運営委員会
　　　　千葉県銚子市議会行政視察来庁

　6 日㈭ 山口県美祢市議会行政視察来庁
  7 日㈮ 第１回臨時会
         総務常任委員会
           （所管事務調査）
10 日㈪ 議会報告会
           （自治会連合会）
12 日㈬ 山口県防府市議会行政視察来庁
17 日㈪ 議会報告会
           （女性団体連絡協議会）
18 日㈫ 宮崎県えびの市議会行政視察来庁
19 日㈬ 佐賀県鹿島市議会行政視察来庁
          産業建設常任委員会
           （所管事務調査）
20 日㈭ 議会運営委員会
          愛媛県愛南町議会行政視察来庁
24 日㈪ 議会運営委員会
26 日㈬ 議会活性化委員会
28 日㈮ 議会広報編集特別委員会

　4 日㈫ 本会議（代表質問）
  5 日㈬ 本会議（一般質問）
  6 日㈭ 本会議（一般質問）
  7 日㈮ 本会議（一般質問）
11 日㈫ 各常任委員会
           （議案審査 )
          厚生文教常任委員会
           （所管事務調査）
12 日㈬ 予算特別委員会（一般会計）
13 日㈭ 予算特別委員会（一般会計）
14 日㈮ 予算特別委員会（特別会計）
17 日㈪ 議員研修会（ジオパーク）
19 日㈬ 本会議（討論・採決）
　　　　  議会活性化委員会
26 日㈬ 産業建設常任委員会
           （意見交換会）
28 日㈮ 議会広報編集特別委員会
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　東日本大震災から３年がたちました。
　私たちの三重第一小学校では、東日本の人たちのために何かでき
ることはないかと考えて、全校でベルマーク運動に取り組んでいま
す。今年は、約十万点が集まり、宮城県気仙沼市の松岩小学校にデ
ジタルカメラ７台を送ることができました。
　また、このベルマーク運動をもり上げるために６年生全員で「東
日本大震災」についての調べ学習をしました。その中で、豊後大野
市の中でも、たくさんの人がボランティアで現地に行ったり、ひま
わりの種を送る活動をしていることを知りました。
　このように、ベルマーク運動以外にも、私たちにできることはた
くさんあります。東日本が一日も早く復興し、笑顔になれるように
これからも自分にできることを考えていきたいと思います。私たち
はもう卒業しますが、第一小の伝統としてベルマーク運動は、ずっ
と続けてほしいです。

　僕の住んでいる清川町は自然がたくさんあり、とてもきれいな町
です。また、神楽や獅子舞などの伝統芸能も身近にあります。中学
校では、清川御嶽神楽の方を招いての神楽の学習や太鼓隊という和
太鼓の部もあり、伝統芸能とのふれあいが盛んに行われています。
　学校の行き帰りに僕が地域の人にあいさつをすると必ず僕に大
きな声であいさつを返してくれます。僕はとても元気になります。
地域の人はやさしく、自然がたくさんある清川町のことが僕は大好
きです。
　清川町には、出会橋や轟橋、道の駅やクリーンピーチなど自慢で
きるものがたくさんあります。そんな素敵なこの町のことを、もっ
とたくさんの方に知ってもらい、訪れていただいて、さらに活気あ
ふれる清川町になればいいなと僕は思います。

もっと集めよう  ベルマーク

伝統と自然の町

市や議会に対する
　  市民皆さまの思いを紹介

三重第一小学校６年（H26.3月卒業）

首
しゅ

 藤
とう

  千
ち

 奈
な

清川中学校３年

関
せき

 谷
や

  海
かい

 里
り

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
　
徳
宣

副
委
員
長
　
沓
掛
　
義
範

委
　
　
員
　
朝
倉
　
秀
康 

　
　
　
　
　
内
田
　
俊
和 

　
　
　
　
　
小
野
　
勇
治

　
　
　
　
　
赤
峰
　
映
洋

議会を傍聴してみませんか？
次回 6 月定例会は、6 月上旬に開会予定です。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001
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手続きは、受付にて住所と名前を書くだけです。
　　お気軽に議会事務局にお尋ねください。


